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論文審査の結果の要旨 
[論文内容の要旨] 

今日の激動するビジネス環境において、企業は環境の変化に迅速かつ適切に対応するために、プロセスの最適

化や先端技術の導入を模索している。既存の文献は、こうしたイノベーションが企業の適応性に正の影響を与え

ることを支持している。 

本論文では、このようなイノベーションと適応性の関係に対する組織間関係の調整的役割を、サプライチェー

ン（SC）の観点から検討する。具体的には、買い手の主要サプライヤーへの依存度、協調的イノベーション、ロ

ジスティクス・サービスのユーザー・プロバイダー関係における統合の役割を検証した。本論文のデータは、日

本、スーダンから、事前に検証された尺度に基づき作成された調査票を用いて収集され、回帰分析および構造方

程式モデリングにより分析された。 

本論文は7つの章から構成されている。最初の3章は、序論と論文の目的・構成、理論的枠組みの設定と文献レ

ビュー、そして使用した方法論をそれぞれ説明している。第4章では、三者間相互作用モデルにおける買い手の依

存性と文化の役割について検討する。その結果、文化の個人主義-集団主義次元が買い手の依存性の効果を調節す

ることが示された。具体的には、集団主義社会では依存性がイノベーションと適応性の関係を強化し、個人主義

社会ではそれを弱めるという形で、買い手の依存性の調整効果をもつことが明らかになった。 

第5章では、SCと非SCの参加者による協働イノベーションの役割について調査した。協調的イノベーションは、

サプライヤーや顧客と協調する場合にイノベーションの適応性への影響を強めるが、産業や市場参加者と協調す

る場合にはその効果に関する証拠はないことがわかった。第6章では、物流サービスのユーザーとプロバイダーの

関係における中程度と高程度の統合の役割について検討する。イノベーションと適応性の関係は、物流ユーザー

とプロバイダーの連携が中程度に統合されている場合に強化されることが明らかになった。興味深いのは、高度

に統合された連携関係は、イノベーションと適応性の関係をむしろ弱くすることである。最後に、第7章では、理

論的・実践的な貢献、限界、今後の研究の方向性とともに、得られた知見を考察している。 

 

 [審査結果の要旨] 

 本論は，サプライチェーンの変化への適応性をいかに高めるかという問題について、外部企業との関係や、イ

ノベーションや新技術の採用に注目して検討を行った意欲的研究である。日本企業とスーダンの企業を対象に、

サプライチェーンの構造が条件適合的に変化する様子を実証的に明らかにしている。先行研究の効率性の議論を

超える、適応性に注目した分析を行うことで、サプライチェーン研究に重要な貢献を果たしている。よって，博

士（経営学）の学位に値する論文であると判断する。 

 




